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なに かのこと から 大岡 政談の 話が 出た ときに、 半 七 

老人 は 云った。 

「江戸時代に は 定ま つ た 刑法が なか つたよう に 考えて 

いる 人 も あるよう です が、 それ は 間違いで すよ。 いく 

ら 其の 時代 だからといって、 芝居 や 講釈です る 大岡捌 

きのよう に、 なんでも 裁判官の 手心 ひとつで 決められ 

てし まっちゃ ぁ堪 まりません。 勿論、 多少 は 係りの 奉 

行の 手心 もあります けれども、 奉行所に は 一 定の 

めやすが き 

目安 書と いう ものが あって、 すべて それに 拠って 裁判 



あるいは 奉行所の 意見 を 書き加えて やる とかす るので、 

らくちゃく 

それに 因って 初めて 代官 所の 裁判が 落着す るんで す。 

死罪の ような 重い 仕置 は 勿論の こと、 多寡が 追放 か 

ま 1 つ.，. こ.. こ 

棒敲 きぐらいの 軽い 仕置で も、 その 事件の 性質に 因つ 

て は 江戸まで 一 々伺い を 立てた もので、 くどく も 云う 

通リ、 いくら その 時代 だからといって、 人間 ひとりに 

裁判 を 下す と いう こと は 決して 容易に 決められる もの 

ではな か つたので す。 

いや、 飛んだ 前置が 長くな リ ましたが、 その 代官 所 

から わざわざ 伺い を 立てて 来る ほどの もの は、 いずれ 

も 何 か 毛色の 少し 変った 事件です から、 江戸の 奉行所 



しる 

「御 仕置 例 書」 に はいずれ も 国名と 村 名と を 記して あ 

る だけで、 今日の ように 郡 名 を 記して ない ので、 ちょ つ 

と 調べる のに 面倒で あるば かりで なく、 その 当時と は 

村の 名の 変って いるの も あるので、 その 方角 を 見定め 

るの はいよ いよ 困難で あるが、 ともかくも 「御 仕置 例 

書」 に は 下 総 国 新 下 村と ある。 寛延 元年 九月 十三 

日夜の 亥の刻 (午後 十 時) から 夜明けまでの あいだに、 

五 人の 若い 男が 即死、 二人が 半死半生 という 事件が 

出来した ので、 村 中 は 大騒ぎに なった。 

場所 は 庄屋 茂 右衛門が 持ちの 猪 番小屋で、 そこに は 



ない こと は 判り 切って いた。 さりと て 七 人が 七 人、 

揃って 人の 恨み を 受けそう もない。 勿論、 そのな かに 

そば づ え 

は 何の 罪 もな く 傍杖の 災難 をう けた 者 も あるか も 知れ 

ない と、 庄屋の 茂 右衛門が 先に 立って いろいろに 詮議 

をした が、 差し あたり 是れ という 心 あたり も 見いだ さ 

れ なかった。 そのうちに 誰が 云い 出す ともなく、 それ 

は 狐の 仕業で あると いう 噂が 伝えられた。 

昔から この 土地に は、 小 女郎 狐と いうの が 棲んで い 

て、 いろいろの 不思議 をみ せる と 云い 伝えられ ている _ 

ある 時には 美しい 女に 化けて 往来の 人 を たぶらかす こ 

とも ある。 美少年に も 化ける、 大入道に も 化ける。 あ 



「や あ、 お早う ございます」 と、 銀 蔵 は 手拭の 鉢巻 を 

取って 会釈した。 「まったく 朝晚は 急に 冬ら しくな り 

ましたよ。 なにしろ 十三夜 を 過ぎち や あ 遣り 切れね え _ 

今朝なん ぞ はもう 薄 霜が おりたら しいから ね」 

「十三夜と いや あ、 あの 晚 にゃあ 飛んだ ことがあった 

そうだね。 私 も たった今、 御 代官 所の 宮坂 さんから 詳 

しい こと を 聞いて 来たんだ が、 働き盛りの 若け えの が 

五 人 も 一 度に いぶされ ちゃ ぁ堪 まらね え。 刈り入れ を 

眼の まえに ひかえて、 どこでも 困る だろう。 五 人の 墓 

は みんな この 寺 内に あるんだ ね」 

「そうです よ。 先祖 代々 の 墓が みんな この 寺 内に ある 



銀 蔵に 案内 させて、 長 次郎は 墓場の 方へ 行って みる 

と、 かなりに 広い 墓場の 入口に 先ず 六 右衛門の 墓場 を 

見いだ した。 墓の 前に は 新しい 卒堵 婆が 立って いた。 

榕の花 筒が すこし 傾いて いるの は 昨夜の 風の 為で ある 

らしく、 何者に か搔き 散らされた 形跡 も 見えなかった _ 

銀 蔵 は 怪訝な 顔 をして 眼 を 見 は つ た。 

「はてね。 けさ は 何ともな つてい ね えぞ」 

彼 は あわてて 石塔の あいだ を龃け まわって、 更に 次 

郎兵衛 の 墓の 前に 出る と、 ここに も卒堵 婆や 花 筒が 行 

儀よ く 立って いた。 それから 順々 に 見て まわる と、 ほ 

かの 三人の 墓の 前に も 今朝 はなん の 異状 もなかった。 



房 は 相手の 顔 を じ つ と 見つめた。 

た そそう 

「世間の 口に 戸は閉 てられね え。 粗相で 死んだ のか、 

身 を 投げた のか、 自然に 人が 知っている のさ。 高巌寺 

でも そんな こと を 云つ ていたつ け」 

「高 巌 寺で …… 。 和尚 様です か、 銀 蔵さん です か」 

「まあ、 誰でもい い」 と、 長次郎 はや はり 笑って いた _ 

「ねえ、 おかみさん も 知ってい るんだろう」 

相手が 御用聞き である 上に、 高巌 寺から 大抵の こと 

を 聞き出して 来たらし いので、 女房もう つかり 釣り込 

まれて、 訳 も 無しに 長 次郎の 問いに 落ちた。 その 話に 

よると、 おこよ の 死 は 不思議な ことが その 原因 をな し 



の 兄さんで すよ」 

「むむ、 そうか」 

長次郎 はうな ずきながら そっと 店の 先に 出て、 再び 

彼のう しろ 姿 を 見送る と、 善吉 はなに か 思案に 耽って 

いるら しく、 俯向き 勝ちに ぼんやりと 歩いて 行った。 

うしろ 姿から 想像す ると、 かれは まだ 二十 四 五の 若い 

者で あるら しかった。 寺男の 銀 蔵お やじの 話に よると、 

かれは 弟の 横死 を 狐の 仕業と 信じて いないと いう。 I 

I その 話 を 長 次郎は 今更の ように 思い出した。 

「おかみさん。 どうもい つまで もお しゃべり してし 

まった。 だが、 まあ 気をつけ ねえ。 お前の ような 年増 



だ」 

「酒 はおれが 買う。 遠慮なく 行って 来ね え」 

「だが、 まあ 止そう よ」 

「じいさん も 狐が 怖い か」 と、 長 次郎は 笑った。 

「あんまり 心 持が よくね え。 おまけに 今夜 は 闇 だか 

ら」 

銀 蔵 は 長 次郎と 一緒に 引つ 返した。 庫裏に 隣った 彼 

の 狭い部屋に 案内され て、 長 次 郎は炉 の 前で しばらく 

世間話な ど をして いたが、 やがて 四ッ (午後 十 時) に 

近い ころに、 彼 は 再び 手拭に 顔 をつ つんで 暗い 墓場の 

ぬか ぼし 

奥へ 忍んで 行った。 宵闇 空に は 細かな 糠 星が 一 面に か 



れ ている ので、 善吉も それに は 気がつかなかった。 お 

竹の 足音 はすぐ に 判った ので、 彼 は その 近寄る の を 待 

ち 受けて、 とうとう 彼女 を 取り 押えた。 しかし その 曲 

者が 十四の 小娘で あつたの は、 彼に 取っても 意外の 事 

実であった らしく、 善吉 はいた ずらに 眼 をみ はって、 

松明の 下に うずくま つ ている お 竹の 姿 を 見つめて いた _ 

「お前 はこ こへ なにし に 来た」 と、 長 次郎は 先ずお 竹 
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「姉の 墓まい りに …… 」 

「そんなら なぜ 垣 をく ぐ つ て 来た」 

「お 寺の 御門が もう 閉まって 居りました から」 と、 お 



が あるので、 かれは 飽くまで 狐で ある こと を 信用 させ 

るた めに、 暗い 田圃の なかに 待ち受け ていて、 善吉の 

妹 を も 傷つけ た。 相手の 顔を搔 きむ しったの も、 狐の 

仕業と 思わせる 一 つの 手 だてであった。 乱心の 平太郎 

が この 事件に なんの 関係 もない こと は 明白であった。 

「わたくしが 〔# 「わたくしが」 は 底本で は 「わたしく が 匕 

生きて 居りません と、 片輪の 母 を 養う ものが ござい 

ません。 もう 一 つに は 仇のう ちで 五 人 は 首尾よく 仕留 

めました が、 二人 は 助かりました。 その 二人 を 仕留め 

ませんで は、 姉の 位牌に 申し訳がない と 存じまして、 

今まで 卑法 にかくれ て 居りました。 それが ためにい ろ 
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